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牛寺　別　言己　事

特
別
記
事

文
聖
漢
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
文
聖
漢
君
が
博
士

論
文
は
、
主
論
文
の

五
章
に
、
副
論
文
の

い
る
。

（
法
学
）
学
位
を
請
求
す
る
た
め
に
提
出
し
た

「
吉
田
茂
内
閣
期
の
海
外
派
兵
論
議
」
が
二
部

「
近
代
日
韓
関
係
の
考
察
」
が
二
章
に
な
っ
て

　
　
　
一
　
本
論
文
の
構
成

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

主
論
文

　
序
　
論

　
第
一
部
吉
田
茂
の
講
和
政
策
と
朝
鮮
戦
争

第
一
章

第
二
章

第
三
章

吉
田
茂
の
国
家
再
建
構
想
と
安
全
保
障
構
想

吉
田
茂
の
講
和
構
想
と
朝
鮮
戦
争
へ
の
対
応

ー
義
勇
軍
派
遣
論
議
と
掃
海
隊
派
遣

　
　
を
中
心
に
ー

日
本
の
講
和
論
議
と
朝
鮮
戦
争

第
二
部

　
第
一
章

第
二
章

　
結
　
論

副
論
文

　
　
第
一
章

第
二
章

　ー

国
会
の
論
議
と
吉
田
内
閣
の
対
応

　
　
　
を
中
心
に
ー

吉
田
内
閣
期
の
海
外
派
兵
論
議

　
中
国
大
陸
共
産
化
期
の
義
勇
兵
論
議

　
－
国
民
党
政
府
支
援
の
日
本
人
義
勇
兵
参
加

　
　
　
を
め
ぐ
っ
て
1

　
吉
田
内
閣
末
期
の
海
外
派
兵
論
議

　
ー
第
九
回
国
会
参
議
院
の
海
外
派
兵
禁
止
決
議
案

　
　
　
を
め
ぐ
る
論
議
を
中
心
に
ー

青
年
期
李
承
晩
の
国
際
政
治
認
識
と
対
臼
観

ー
旧
韓
末
改
革
運
動
期
（
一
八
九
八
～

　
　
一
九
〇
四
年
）
を
中
心
に
1

満
州
事
変
と
朝
鮮
民
族

1
『
東
亜
日
報
』
・
『
朝
鮮
日
報
』
の
分
析
を

　
　
中
し
に
ー

二
　
本
論
文
の
概
要

主
論
文

主
論
文
は
二
部
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
、

吉
田
茂
内
閣
期
の
講
和
論
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議
及
び
海
外
派
兵
論
議
と
吉
田
茂
及
び
同
内
閣
の
対
応
の
分
析
を
通

じ
て
、
吉
田
の
国
家
再
建
構
想
と
安
全
保
障
構
想
を
明
ら
か
に
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
第
一
部
の
「
吉
田
茂
の
講
和
政
策
と
朝
鮮
戦
争
」
に
お
い
て
は
、

吉
田
の
経
済
発
展
優
先
、
軽
武
装
、
日
米
安
保
体
制
の
堅
持
に
よ
る

安
全
保
障
と
い
う
戦
後
国
家
再
建
構
想
及
び
安
全
保
障
構
想
（
以
下
、

政
治
構
想
）
が
形
成
さ
れ
る
背
景
と
そ
の
具
体
的
内
容
、
そ
し
て
そ

の
展
開
過
程
を
、
吉
田
の
講
和
政
策
と
朝
鮮
戦
争
へ
の
対
応
の
分
析

を
通
じ
て
究
明
し
た
。
第
一
章
の
「
吉
田
茂
の
国
家
再
建
構
想
と
安

全
保
障
構
想
」
に
お
い
て
は
、
吉
田
の
政
治
構
想
と
そ
の
戦
後
日
本

政
治
史
上
の
位
置
付
け
を
総
論
的
に
論
じ
た
。
本
章
は
ま
ず
、
戦
前

期
に
お
け
る
吉
田
の
長
期
に
わ
た
る
外
交
官
生
活
と
非
戦
的
態
度
が

戦
後
の
吉
田
を
現
実
主
義
的
自
由
主
義
者
た
ら
し
め
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。

　
そ
の
上
で
吉
田
は
、
次
の
三
点
を
柱
と
す
る
自
己
の
戦
後
構
想
を

唱
え
た
。
第
一
に
、
通
商
国
家
的
国
家
発
展
論
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

資
源
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
島
国
の
日
本
は
貿
易
立
国
を
通
じ
て
国
家

発
展
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
徹
底
的
に
経
済
発
展
優
先

の
国
家
再
建
の
道
を
目
指
し
た
。

　
第
二
は
、
海
洋
国
家
と
の
協
力
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
は
明
治

維
新
以
来
自
由
主
義
的
海
洋
国
家
と
手
を
結
ん
だ
時
は
国
家
が
繁
栄

し
た
が
、
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
全
体
主
義
的
大
陸
国
家
と
同
盟
し

た
た
め
戦
い
に
敗
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
認
識
し
た
。

　
第
三
は
、
集
団
的
安
全
保
障
観
で
あ
る
。
吉
田
は
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
世
界
は
一
国
が
自
力
で
自
国
を
防
衛
で
き
る
時
代
で
は
な
い

と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
核
兵
器
ま
で
も
使
わ
れ
る
近
代
戦
争

に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
国
も
自
力
防
衛
が
出
来
る
ほ
ど
の
戦
力
を

具
備
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
体
制
と
理
念
を
同
じ
く
す
る
国

家
群
が
協
力
し
て
自
国
の
安
全
を
守
る
外
に
道
は
な
い
と
認
識
し
て

い
た
。
か
か
る
立
場
か
ら
吉
田
は
、
戦
後
の
日
本
が
協
力
す
べ
き
海

洋
国
家
及
び
安
全
保
障
の
相
手
国
と
し
て
は
基
本
的
に
米
国
を
考
え

て
い
た
。

　
以
上
の
考
察
は
必
ず
し
も
文
君
の
独
創
で
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

吉
田
の
自
由
主
義
国
家
へ
の
指
向
、
貿
易
を
中
心
に
し
た
経
済
発
展

優
先
、
そ
し
て
米
国
と
の
安
全
保
障
体
制
と
い
う
政
治
構
想
は
、
米

国
の
対
日
政
策
に
追
従
し
た
結
果
で
は
な
く
、
吉
田
自
身
が
主
体
的

に
構
想
し
、
か
つ
実
行
し
た
面
が
強
い
こ
と
を
資
料
的
に
裏
づ
け
る

こ
と
に
よ
り
強
調
し
、
定
説
へ
の
修
正
を
迫
っ
て
い
る
点
は
独
創
的

で
あ
る
。
か
よ
う
な
吉
田
の
経
済
的
繁
栄
と
安
全
保
障
に
関
す
る
構

想
と
政
策
的
実
行
は
単
な
る
対
米
追
従
で
は
な
く
主
体
的
に
構
想
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
こ
れ
が
自
民
党
長
期
政
権
下
の
池
田

勇
人
、
佐
藤
栄
作
等
の
吉
田
の
後
継
者
に
継
承
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
意
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義
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
の
「
吉
田
茂
の
講
和
構
想
と
朝
鮮
戦
争
へ
の
対
応
」
で
は
、

以
上
で
論
じ
た
吉
田
の
政
治
構
想
が
講
和
問
題
と
朝
鮮
戦
争
へ
の
対

応
に
お
い
て
如
何
に
現
れ
た
の
か
を
究
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
吉
田

の
政
治
構
想
の
自
主
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
吉

田
は
昭
和
二
二
年
の
春
頃
か
ら
、
米
国
中
心
の
自
由
主
義
国
家
群
と

の
多
数
講
和
と
米
国
に
よ
る
日
本
の
安
全
保
障
と
い
う
構
想
を
固
め

て
い
た
。
し
か
し
、
吉
田
は
敗
戦
国
で
占
領
下
に
置
か
れ
て
い
た
日

本
側
と
し
て
は
公
に
自
己
主
張
を
開
陳
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い

と
い
う
考
え
か
ら
表
立
っ
た
行
動
を
慎
み
な
が
ら
、
昭
和
二
四
年
一

一
月
に
池
田
勇
人
大
蔵
大
臣
を
通
じ
て
、
米
国
側
に
講
和
独
立
後
の

軍
事
基
地
提
供
を
自
ら
提
案
す
る
な
ど
し
て
水
面
下
で
米
国
と
の
交

渉
を
推
進
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
吉
田
の
政
治
構
想
の
か
か
る
自
主
性
は
朝
鮮
戦
争
の
勃
発

に
際
し
て
吉
田
及
び
同
内
閣
が
み
せ
た
対
応
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
占
領
下
に
あ
る
日
本
の
立
場
か
ら
、
上
・
田
は

公
の
場
に
お
い
て
朝
鮮
戦
争
へ
の
軍
事
的
関
与
に
賛
成
せ
ず
、
国
連

軍
の
行
動
へ
の
支
持
と
精
神
的
協
力
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
表
明
し
た
。
こ
の
方
針
に
そ
っ
て
、
吉
田
は
朝
鮮
戦
争
勃
発

直
後
の
昭
和
二
五
年
七
月
に
、
米
国
の
一
部
議
員
ら
が
米
会
議
で
問

題
と
し
、
日
本
の
第
七
回
国
会
で
議
論
さ
れ
た
日
本
人
義
勇
軍
の
朝

鮮
戦
争
へ
の
派
遣
問
題
に
対
し
て
、
米
国
と
国
連
か
ら
要
請
が
あ
っ

て
も
断
固
と
し
て
拒
否
す
る
と
明
言
し
た
。

　
し
か
し
吉
田
は
、
同
年
九
月
に
米
極
東
海
軍
か
ら
朝
鮮
半
島
湾
岸

の
機
雷
を
除
去
す
る
た
め
の
日
本
の
海
上
保
安
庁
の
掃
海
隊
の
派
遣

を
要
求
さ
れ
た
と
き
に
は
、
日
本
は
自
由
主
義
国
家
側
に
立
ち
、
特

に
米
国
に
協
力
す
る
の
が
日
本
政
府
の
方
針
で
あ
る
と
し
、
米
海
軍

の
要
請
に
応
じ
た
。
つ
ま
り
昭
和
二
五
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か

け
て
、
吉
田
は
国
家
機
関
で
あ
る
海
上
保
安
庁
の
掃
海
艇
二
五
隻
と

延
べ
二
〇
〇
人
の
隊
員
を
朝
鮮
戦
争
に
密
に
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
吉
田
の
朝
鮮
戦
争
へ
の
対
応
を
見
る
と
、
講
和
会
議
を
目

前
に
し
て
い
る
占
領
下
日
本
の
立
場
上
、
公
に
は
朝
鮮
戦
争
へ
の
軍

事
的
関
与
を
否
認
し
な
が
ら
も
、
実
際
の
水
面
下
に
お
い
て
は
自
由

主
義
国
家
側
へ
の
参
加
を
指
向
し
、
米
国
へ
の
軍
事
協
力
に
よ
る
安

全
保
障
を
確
保
す
べ
し
と
す
る
政
治
構
想
が
明
ら
か
に
み
ら
れ
る
。

　
第
三
章
の
「
日
本
講
和
論
議
と
朝
鮮
戦
争
」
で
は
、
日
本
国
内
の

講
和
論
議
の
展
開
と
そ
の
変
容
過
程
に
お
い
て
、
朝
鮮
戦
争
が
与
え

た
影
響
を
究
明
す
る
。

　
本
章
で
考
察
す
る
占
領
初
期
に
当
た
る
昭
和
二
三
年
ま
で
の
講
和

論
議
は
、
日
本
の
講
和
問
題
を
め
ぐ
る
国
際
環
境
が
成
熟
し
て
い
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
を
中
心
に
早
期
講
和
へ
の
希
望
の

開
陳
と
吉
田
内
閣
の
講
和
方
針
を
問
う
論
議
が
度
々
行
な
わ
れ
た
。
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こ
の
時
期
の
講
和
論
議
に
お
い
て
、
吉
田
内
閣
は
国
際
情
勢
の
未
成

熟
と
被
占
領
国
日
本
側
か
ら
の
活
発
な
講
和
論
議
は
望
ま
し
く
な
い

と
の
方
針
か
ら
、
積
極
的
な
論
議
を
避
け
た
。

　
し
か
し
昭
和
二
四
年
の
秋
に
な
る
と
、
米
国
の
対
日
政
策
は
米
ソ

冷
戦
の
激
化
を
反
映
し
、
日
本
を
米
国
の
対
ア
ジ
ア
政
策
の
展
開
に

取
込
む
た
め
の
日
本
再
建
政
策
に
転
換
し
た
。
そ
の
結
果
、
米
国
を

中
心
と
す
る
自
由
主
義
諸
国
側
は
日
本
と
の
多
数
講
和
を
積
極
的
に

推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
か
か
る
国
際
情
勢
の
変
化
に
対
し
て
、
吉
田
内
閣
は
従
来
の
講
和

論
議
に
対
す
る
消
極
的
態
度
を
変
更
し
、
国
内
に
お
い
て
は
「
講
和

の
た
め
の
国
内
体
制
の
整
備
策
」
と
し
て
保
守
的
野
党
で
あ
る
民
主

党
へ
の
多
数
派
工
作
の
推
進
と
共
産
党
、
社
会
党
、
一
部
文
化
人
に

よ
る
全
面
講
和
勢
力
と
の
対
決
、
国
外
に
お
い
て
米
国
に
対
し
、
内

密
に
軍
事
基
地
提
供
を
提
案
す
る
な
ど
、
吉
田
の
政
治
構
想
に
沿
う

講
和
政
策
を
展
開
す
る
に
至
っ
た
。

　
昭
和
二
五
年
の
夏
に
は
、
国
会
の
内
外
に
お
い
て
、
講
和
論
議
を

め
ぐ
り
大
き
く
紛
糾
す
る
と
予
想
さ
れ
た
が
、
か
か
る
時
期
に
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
し
た
。
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
は
、
日
本
の
講
和
論
議
に
以

下
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

　
第
一
に
は
、
日
本
人
は
そ
の
安
全
保
障
観
に
疑
問
を
抱
く
に
至
っ

た
。
つ
ま
り
、
従
来
は
革
新
勢
力
の
み
で
は
な
く
、
一
般
国
民
も
長

期
間
戦
争
の
苦
し
い
経
験
か
ら
永
世
中
立
を
支
持
す
る
傾
向
が
強
か

っ
た
。
し
か
し
、
隣
国
で
の
戦
争
勃
発
は
日
本
も
決
し
て
安
全
で
は

な
い
と
い
う
認
識
が
広
が
り
、
安
全
保
障
問
題
を
慎
重
に
考
え
る
契

機
に
な
っ
た
。
以
上
の
経
緯
を
、
こ
こ
で
は
朝
鮮
戦
争
勃
発
以
前
と

以
後
の
各
新
聞
の
世
論
調
査
を
念
入
り
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
、
明
ら
か
に
し
た
。

　
第
二
は
、
革
新
陣
営
の
中
で
意
見
の
対
立
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
朝
鮮
戦
争
が
も
た
ら
し
た
安
全
保
障
問
題
へ
の
危
機
意

識
に
よ
り
、
社
会
党
の
地
方
組
織
と
一
部
の
文
化
人
か
ら
従
来
の
全

画
講
和
・
永
世
中
立
論
は
非
現
実
的
で
あ
る
と
指
摘
す
る
声
が
高
ま

っ
た
。
ま
た
、
社
会
党
の
中
央
指
導
部
で
も
朝
鮮
戦
争
勃
発
以
後
の

講
和
問
題
及
び
安
全
保
障
問
題
を
め
ぐ
り
左
右
両
派
間
の
意
見
が
対

立
し
始
め
た
。

　
第
三
に
、
か
か
る
状
況
の
変
化
は
吉
田
が
自
己
の
政
治
構
想
を
推

進
す
る
上
で
、
「
天
恵
の
援
軍
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
吉
田
は
朝

鮮
戦
争
勃
発
を
契
機
に
全
面
講
和
と
永
世
中
立
論
の
非
現
実
性
を
公

然
と
批
判
し
な
が
ら
、
米
国
中
心
の
多
数
講
和
の
不
可
避
性
と
経
済

復
興
の
優
先
、
米
国
へ
の
安
保
依
存
と
い
う
自
己
の
政
治
構
想
を
積

極
的
に
唱
え
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
部
「
吉
田
内
閣
期
の
海
外
派
兵
論
議
」
で
は
、
以
下
の
内
容

を
明
ら
か
に
し
た
。
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五
次
に
わ
た
る
吉
田
内
閣
期
に
は
海
外
派
兵
問
題
に
関
す
る
大
き

な
論
議
が
三
回
行
わ
れ
た
。
第
一
回
は
昭
和
二
四
年
秋
、
中
国
大
陸

共
産
化
の
際
に
一
部
の
旧
日
本
軍
人
が
台
湾
に
渡
り
、
蒋
介
石
の
国

民
政
府
を
支
援
す
る
軍
事
顧
問
活
動
を
行
っ
た
こ
と
を
め
ぐ
る
論
議

で
あ
る
。
第
二
回
目
は
昭
和
二
五
年
夏
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
の
際
に
日

本
人
義
勇
兵
を
朝
鮮
半
島
に
派
遣
す
る
こ
と
を
め
ぐ
る
論
議
で
あ
る
。

第
三
回
目
は
、
吉
田
政
権
末
期
の
昭
和
二
九
年
春
、
第
一
九
回
国
会

の
参
議
院
に
お
け
る
海
外
派
兵
禁
止
決
議
案
の
可
決
を
め
ぐ
る
論
議

で
あ
る
。

　
第
一
章
の
「
中
国
大
陸
共
産
化
の
義
勇
兵
論
議
」
で
は
、
昭
和
二

四
年
秋
の
中
国
共
産
化
を
契
機
に
実
際
に
台
湾
に
渡
り
軍
事
活
動
を

行
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
根
本
博
グ
ル
ー
プ
と
「
白
団
」
（
パ
イ
ダ
ン
）

グ
ル
ー
プ
の
義
勇
活
動
の
真
相
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
同
問

題
に
対
す
る
吉
田
内
閣
の
対
応
を
吉
田
の
政
治
構
想
と
の
関
連
に
お

い
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
両
グ
ル
ー
プ
が
行
っ
た
義
勇
活
動
の
真
相
を
概
略
す
る
と
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
根
本
グ
ル
ー
プ
は
終
戦
時
、
華
北
派
遣
軍

司
令
官
で
あ
っ
た
根
本
博
元
陸
軍
中
将
ら
旧
日
本
軍
将
校
七
人
で
昭

和
二
四
年
六
月
に
台
湾
に
渡
り
、
国
民
党
軍
の
軍
事
作
戦
の
指
導
等

軍
事
顧
問
活
動
を
行
っ
た
。
参
加
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
同
年
九

月
に
帰
国
す
る
が
、
根
本
博
は
昭
和
二
七
年
六
月
に
帰
国
す
る
ま
で

軍
事
顧
問
活
動
を
続
け
た
。

　
「
白
団
」
グ
ル
ー
プ
は
終
戦
の
時
に
支
那
派
遣
軍
総
司
令
官
で
あ

っ
た
元
陸
軍
大
将
岡
村
寧
次
を
発
起
人
に
し
て
、
八
0
人
余
り
の
旧

陸
海
軍
の
将
校
団
が
昭
和
二
四
年
一
一
月
か
ら
台
湾
に
渡
り
、
二
〇

余
年
問
国
民
党
軍
の
再
建
の
た
め
に
台
湾
で
軍
事
顧
問
活
動
を
行
っ

た
。
個
人
の
資
格
で
義
勇
活
動
に
参
加
し
た
根
本
グ
ル
ー
プ
と
違
い
、

白
団
グ
ル
ー
プ
は
国
民
党
政
府
関
係
者
の
要
請
を
受
け
て
長
期
間
軍

事
顧
問
活
動
を
行
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
占
領
下
に
お
い
て
は
対
日
連
合
国
占
領
軍
総
司
令
部

（
G
H
Q
）
の
許
可
な
し
に
海
外
に
出
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

し
か
も
、
政
治
活
動
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
旧
軍
人
達
が
義
勇
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
は
G
H
Q
の
覚
書
違
反
で
あ
り
、
ま
た
戦
争
と
武
装

を
放
棄
し
た
新
憲
法
の
建
て
前
か
ら
も
旧
日
本
軍
人
の
義
勇
活
動
は

日
本
国
内
外
に
大
き
な
物
議
を
醸
す
間
題
で
あ
っ
た
。

　
白
団
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
は
公
に
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
根
本
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
昭
和
二
四
年
九
月
か
ら
国
内

外
の
マ
ス
コ
ミ
に
大
々
的
に
報
道
さ
れ
、
当
時
開
会
中
の
第
六
回
国

会
と
第
七
回
国
会
に
お
い
て
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。

　
社
会
党
、
共
産
党
等
の
野
党
側
は
根
本
グ
ル
ー
プ
の
渡
台
義
勇
活

動
の
真
相
究
明
と
憲
法
違
反
の
可
否
、
そ
し
て
参
加
者
の
処
罰
問
題

な
ど
で
吉
田
内
閣
を
激
し
く
追
及
し
た
。
吉
田
内
閣
は
同
活
動
の
憲
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法
違
反
の
可
否
に
対
し
て
明
確
な
見
解
の
表
明
を
避
け
な
が
ら
、
第

六
回
国
会
に
お
い
て
は
彼
ら
の
活
動
が
G
H
Q
覚
書
違
反
で
あ
り
、

ま
た
何
よ
り
も
講
和
問
題
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
と
い
う
認
識
か
ら

彼
ら
を
厳
重
処
罰
す
る
と
明
言
し
た
。
し
か
し
、
同
内
閣
は
昭
和
二

五
年
二
月
か
ら
の
第
七
回
国
会
に
お
い
て
は
、
彼
ら
の
行
動
は
G
H

Q
覚
書
違
反
に
当
た
る
か
ら
G
H
Q
と
の
合
意
が
な
い
と
処
罰
で
き

な
い
と
方
針
を
変
更
し
た
。
し
か
し
、
当
時
G
H
Q
は
旧
日
本
軍
人

の
渡
台
軍
事
活
動
を
純
粋
な
義
勇
兵
と
し
て
受
け
と
め
、
彼
ら
の
活

動
を
黙
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
グ
ル
ー
プ
を
合

わ
せ
て
九
〇
人
ほ
ど
の
旧
日
本
軍
人
が
台
湾
に
わ
た
り
、
軍
事
活
動

を
行
っ
た
が
、
刑
事
的
処
罰
を
受
け
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
要
す
る

に
、
吉
田
及
び
同
内
閣
は
両
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
公
の
場
で
は
戦
争

と
武
装
を
放
棄
し
た
日
本
国
憲
法
の
建
前
か
ら
反
対
、
厳
罰
を
唱
え

な
が
ら
も
、
実
際
に
は
渡
台
義
勇
活
動
を
黙
認
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
の
「
吉
田
内
閣
末
期
の
海
外
派
兵
論
」
に
お
い
て
は
、
吉

田
政
権
末
期
の
昭
和
二
九
年
春
の
第
一
九
回
国
会
に
行
わ
れ
た
防
衛

論
議
と
参
議
院
の
海
外
派
兵
禁
止
決
議
案
の
可
決
を
め
ぐ
る
論
議
を

考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
吉
田
の
国
家
再
建
構
想
及
び
安
全
保
障
構

想
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
第
一
九
回
国
会
は
、
日
米
安
保
体
制
を
強
化
し
た
日
米
相
互
安
保

（
M
S
A
）
協
定
の
承
認
と
防
衛
庁
、
自
衛
隊
の
創
設
を
定
め
た
防

衛
二
法
案
を
審
議
、
可
決
し
、
戦
後
日
本
の
防
衛
政
策
の
骨
組
み
が

作
ら
れ
た
国
会
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
国
会
で
は
革
新
政
党
と
改
進

党
の
一
部
議
員
が
、
M
S
A
協
定
と
自
衛
隊
の
創
設
は
自
衛
隊
の
米

国
へ
の
傭
兵
化
と
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
に
つ
な
が
る
と
強
く
反
対
し

た
た
め
に
、
そ
の
妥
協
案
と
し
て
海
外
派
兵
禁
止
決
議
案
が
浮
上
し

た
。
同
決
議
案
に
は
吉
田
内
閣
及
び
与
党
自
由
党
、
野
党
第
一
党
に

し
て
保
守
党
で
あ
る
改
進
党
な
ど
が
国
会
決
議
に
反
対
し
た
。
し
か

し
、
参
議
院
の
院
内
吉
田
政
府
支
持
勢
力
の
劣
勢
か
ら
防
衛
二
法
案

等
の
円
満
な
参
議
院
通
過
の
た
め
に
、
吉
田
内
閣
と
保
守
政
党
は
や

む
を
得
ず
譲
歩
し
、
昭
和
二
九
年
六
月
二
二
日
に
可
決
さ
れ
た
。

　
当
時
、
吉
田
及
び
同
内
閣
は
同
国
会
の
防
衛
論
議
及
び
海
外
派
兵

論
議
の
中
で
、
政
策
的
判
断
か
ら
海
外
派
兵
に
反
対
し
て
い
た
が
、

憲
法
解
釈
上
も
、
あ
る
い
は
将
来
海
外
派
兵
が
問
題
に
な
っ
た
時
も

必
ず
し
も
そ
れ
が
不
可
能
で
は
な
い
と
い
う
含
み
を
持
た
せ
て
い
た
。

か
か
る
点
か
ら
、
第
一
九
回
国
会
の
海
外
派
兵
論
議
に
お
け
る
吉
田

及
び
同
内
閣
の
対
応
に
は
、
渡
台
義
勇
兵
論
議
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
期

の
義
勇
論
議
に
お
け
る
対
応
と
同
様
に
、
公
に
は
海
外
派
兵
に
反
対

し
な
が
ら
、
実
際
に
は
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
含
み
が
あ
っ
た
。

か
か
る
曖
昧
な
態
度
は
、
一
方
に
お
い
て
吉
田
内
閣
が
、
海
外
派
兵

が
憲
法
違
反
か
否
か
に
関
す
る
憲
法
論
議
等
へ
の
明
確
な
答
弁
を
避

け
る
態
度
を
と
り
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
吉
田
自
身
は
経
済
復
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興
を
達
成
し
た
後
、
憲
法
を
改
正
し
、
自
衛
力
を
強
化
し
、
再
軍
備

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
っ
た
。
吉
田
は

将
来
、
自
由
主
義
諸
国
と
の
共
同
防
衛
の
た
め
の
海
外
派
兵
も
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

　
副
論
文

　
副
論
文
は
二
章
よ
り
な
る
。

　
第
一
章
の
「
青
年
期
李
承
晩
の
国
際
政
治
認
識
と
対
日
観
」
は
、

朝
鮮
王
朝
時
代
末
期
の
旧
韓
末
改
革
運
動
期
に
朝
鮮
の
青
年
知
識
人

ら
が
抱
い
て
い
た
国
際
政
治
観
及
び
対
日
観
を
、
李
承
晩
を
中
心
に

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
李
承
晩
は
、
戦
前
期
の
代
表
的
抗
日
運
動
家
で
あ
り
、

戦
後
の
大
統
領
在
任
中
に
お
い
て
も
強
硬
な
反
日
政
治
家
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
文
君
は
本
研
究
に
お
い
て
、
李
承
晩
が
日
露
戦
争
前

の
朝
鮮
の
改
革
運
動
期
に
は
日
本
に
対
し
て
か
な
り
好
意
的
で
あ
り
、

日
本
の
近
代
化
の
成
功
を
朝
鮮
改
革
の
目
標
と
し
て
い
た
と
し
た
。

ま
た
、
李
承
晩
は
朝
鮮
に
対
す
る
清
国
と
ロ
シ
ア
か
ら
の
内
政
干
渉

や
侵
略
意
図
に
対
し
て
危
機
感
を
抱
き
な
が
ら
、
日
本
と
協
力
し
て

朝
鮮
の
危
機
を
克
服
し
、
独
立
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
国
際
認

識
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
李
承
晩
の
好

意
的
対
日
観
及
び
日
本
へ
の
期
待
感
は
、
日
露
戦
争
後
か
ら
日
本
が

朝
鮮
半
島
へ
の
積
極
的
進
出
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本

を
警
戒
し
始
め
、
徐
々
に
反
日
的
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
も
論
じ
た
。

　
第
二
章
の
「
満
州
事
変
と
朝
鮮
民
族
」
は
、
日
本
の
本
格
的
大
陸

進
出
の
契
機
と
な
っ
た
満
州
事
変
に
お
い
て
、
日
本
の
植
民
地
統
治

に
あ
っ
た
朝
鮮
民
族
が
満
州
問
題
を
含
む
国
際
問
題
及
び
植
民
地
宗

主
国
日
本
に
対
し
て
抱
い
た
認
識
を
、
当
時
の
朝
鮮
で
代
表
的
民
族

紙
と
い
わ
れ
た
『
東
亜
日
報
』
、
『
朝
鮮
日
報
』
の
社
説
と
記
事
の
分

析
を
中
心
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
大
正
八
年
の
三
二
万
歳
事
件
な
ど
日
本
の
植
民
地
政
策
に
対
し

て
、
激
し
く
抵
抗
し
て
い
た
朝
鮮
民
族
で
あ
る
が
、
満
州
事
変
が
勃

発
し
た
初
期
に
は
、
両
紙
と
も
そ
の
論
調
は
か
な
り
中
立
的
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
事
変
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
両
紙
の
論
調
は
徐
々
に

中
国
が
英
米
な
ど
の
西
洋
勢
力
と
国
際
連
盟
の
関
与
に
期
待
す
る
態

度
を
非
難
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
両
紙
は
や
が
て
強
大
中

心
の
帝
国
主
義
時
代
に
入
っ
て
い
る
と
認
識
し
、
日
本
の
国
力
が
英

米
と
国
際
連
盟
に
対
抗
で
き
る
ほ
ど
強
大
に
な
っ
た
と
い
う
認
識
か

ら
、
強
硬
な
対
日
闘
争
を
無
謀
に
続
け
る
よ
り
は
将
来
の
独
立
獲
得

の
た
め
に
長
期
的
な
産
業
的
・
教
育
的
面
で
民
族
の
実
力
を
醸
成
す

る
こ
と
を
説
く
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
実
力
養
成
の
民
族
運

動
路
線
を
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
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3
　
本
論
文
の
総
括

　
主
論
文

　
ま
ず
、
主
論
文
の
内
容
を
総
括
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
文
君
は
講
和
問
題
と
海
外
派
兵
問
題
に
焦
点
を
絞
り
、

吉
田
の
戦
後
政
治
構
想
の
本
質
を
究
明
し
た
。
そ
の
結
果
、
吉
田
の

経
済
発
展
優
先
、
軽
武
装
、
日
米
安
保
体
制
の
堅
持
、
国
内
伸
張
に

応
じ
た
自
衛
力
の
漸
増
と
い
う
国
家
再
建
構
想
と
安
全
保
障
構
想
及

び
そ
の
政
策
的
展
開
は
、
恒
久
的
な
原
則
で
あ
る
と
す
る
の
が
ほ
と

ん
ど
定
説
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
文
君
は
、
か
か
る
吉
田
の
政
治

構
想
は
敗
戦
国
日
本
が
冷
戦
激
化
の
世
界
情
勢
の
な
か
で
、
速
や
か

に
国
家
再
建
を
達
成
す
る
た
め
の
一
時
的
・
政
策
的
選
択
で
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
に
従
来
の
吉
田
内
閣
期
の
安
全
保
障
政
策
に
関
す
る

多
く
の
総
論
的
な
研
究
に
お
い
て
は
、
国
際
情
勢
、
特
に
米
国
の
対

日
政
策
の
変
化
が
主
変
数
と
し
て
叙
述
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
吉
田

及
び
日
本
の
政
治
勢
力
の
対
応
は
従
属
変
数
と
し
て
扱
わ
れ
が
ち
で

あ
る
。
か
か
る
研
究
傾
向
を
踏
ま
え
て
、
文
君
は
吉
田
茂
内
閣
期
の

講
和
論
議
及
び
海
外
派
兵
論
議
の
分
析
を
通
じ
、
当
時
の
日
本
人
が

抱
い
た
隣
国
の
国
際
紛
争
と
自
国
の
安
全
保
障
に
関
す
る
問
題
意
識

を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
吉
田
が
国
内
外
に
展
開
し
て
い
た
安
全

保
障
政
策
の
性
格
を
解
明
し
た
。
そ
の
結
果
、
吉
田
の
国
家
再
建
構

想
及
び
安
全
保
障
構
想
が
、
決
し
て
外
圧
に
対
す
る
受
動
的
対
応
の

産
物
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
主
的
・
主
体
的
立
場
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
の
点
は
吉
田
が
日
本
政
治
史
に
残
し
た
影
響
力
を
肯

定
す
る
者
も
、
あ
る
い
は
否
定
す
る
者
も
、
認
め
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
副
論
文

　
文
君
は
二
章
の
副
論
文
に
お
い
て
、
戦
前
ま
で
の
日
韓
関
係
が
葛

藤
と
対
立
の
み
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
、
日

韓
併
合
以
前
の
朝
鮮
の
青
年
改
革
派
が
日
本
に
対
し
て
、
か
な
り
好

意
的
認
識
を
有
し
て
い
た
が
、
日
本
の
積
極
的
大
陸
進
出
と
日
韓
併

合
、
膨
張
主
義
的
傾
向
に
よ
り
、
反
日
感
情
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
論

じ
た
。
ま
た
、
従
来
の
研
究
が
日
本
の
植
民
地
下
に
お
け
る
朝
鮮
国

外
の
反
日
強
硬
路
線
の
運
動
グ
ル
ー
プ
の
み
に
重
点
を
置
い
て
い
る

の
に
対
し
、
国
内
の
多
数
の
民
衆
に
影
響
を
与
え
た
二
新
聞
の
論
調

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
植
民
地
下
の
朝
鮮
民
族
の
多
様
な

認
識
と
対
応
を
究
明
し
た
。

四
　
本
論
文
の
評
価

本
論
文
の
価
値
は
次
の
諸
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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特別記事

　
第
一
は
テ
ー
マ
の
新
鮮
さ
で
あ
る
。
従
来
、
吉
田
内
閣
期
に
お
け

る
海
外
派
兵
問
題
に
関
す
る
学
問
研
究
は
こ
れ
ま
で
皆
無
で
あ
っ
た
。

文
聖
漢
君
の
本
論
文
は
全
く
前
人
未
踏
の
こ
の
分
野
に
研
究
の
メ
ス

を
初
め
て
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
分
野
の
研
究
者
は
ま

ず
文
君
の
論
文
の
成
果
を
踏
ま
え
て
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
必
読

の
論
文
で
あ
る
と
同
時
に
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
論
文
と
し
て
後
学
の
徒

を
刺
激
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。

　
第
二
に
は
、
斬
新
な
問
題
提
起
で
あ
る
。
従
来
の
吉
田
茂
研
究
で

は
、
吉
田
は
国
際
情
勢
と
り
わ
け
米
国
の
対
日
政
策
の
変
化
に
応
じ

て
吉
田
及
び
吉
田
内
閣
の
政
策
が
変
化
し
た
と
す
る
の
が
定
説
で
あ

る
。
し
か
る
に
文
君
は
、
吉
田
が
講
和
論
議
及
び
海
外
派
兵
論
議
に

お
い
て
は
受
動
的
で
は
な
く
、
自
主
的
、
主
体
的
に
こ
れ
ら
の
問
題

と
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
解
明
し
て
い
る
。
今
後
、
論
議
を
呼
ぶ

問
題
提
起
で
あ
る
。

　
第
三
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
研
究
態
度
と
解
釈
で
あ
る
。
吉

田
内
閣
時
代
に
お
い
て
海
外
派
兵
問
題
の
研
究
は
、
日
本
の
研
究
者

に
と
っ
て
も
、
ま
た
外
国
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
微
妙
な
間
題
で
あ

る
。
か
か
る
論
議
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
善
悪
の
問
題
と
し

て
論
じ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
る
に
文
君
は
当
時
の
日
本
が
お
か

れ
た
国
際
的
環
境
の
中
に
お
い
て
、
そ
れ
が
論
議
さ
れ
、
処
理
さ
れ

た
筋
道
を
冷
静
に
分
析
し
て
い
る
点
、
見
事
で
あ
る
。

　
第
四
は
、
丹
念
な
資
料
収
集
と
そ
れ
の
巧
み
な
操
作
、
活
用
で
あ

る
。
主
論
文
に
お
い
て
は
膨
大
な
国
会
議
事
録
を
本
会
議
関
係
の
み

で
な
く
、
各
委
員
会
議
事
録
ま
で
渉
猟
し
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
広
く
、

深
く
資
料
を
探
り
起
す
努
力
を
し
て
い
る
研
究
は
、
海
外
派
兵
問
題

に
限
ら
ず
、
他
の
分
野
の
研
究
に
関
し
て
も
希
有
で
あ
る
。
ま
た
、

副
論
文
に
関
し
て
は
日
韓
両
国
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
資
料
を
幅
広
く
捜
索

し
独
創
的
な
論
文
を
産
み
出
し
て
い
る
。

　
第
五
は
、
研
究
成
果
の
今
日
的
性
格
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

主
論
文
は
国
際
的
貢
献
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
今
日
の
日
本
に
お
い

て
、
か
か
る
問
題
を
歴
史
的
に
遡
り
、
そ
の
淵
源
を
探
る
こ
と
が
で

き
る
意
義
あ
る
研
究
で
あ
る
。
ま
た
、
副
論
文
も
日
韓
両
国
に
お
い

て
歴
史
解
釈
が
問
わ
れ
て
い
る
今
日
、
戦
前
の
日
韓
関
係
史
研
究
に

新
し
い
事
実
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
諸
点
か
ら
文
聖
漢
君
の
提
出
し
た
論
文
が
博
士
（
法
学
、

慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
に
相
当
す
る
も
の
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
平
成
九
年
三
月
五
日

主
査

副
査

副
査

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員

慶
慮
義
塾
大
学
名
誉
教
授

堀
江
　
　
湛

池
井
　
　
優

中
村
　
勝
範
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